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幼稚園における園内研修の実態に関する研究
―研修担当教員への質問紙調査から―
In‒school teacher training in kindergartens :
Results of a questionnaire survey of teachers in charge of the training
中 橋 美 穂 ＊・橋 本 祐 子 ＊＊
Abstract
In‒service training is considered an essential element in the professional development of
kindergarten teachers. In recent years, increasing attention is being paid to the need for in‒school
teacher training that enables teachersʼ active participation, such as reflecting on their teaching and
sharing common goals with colleagues. However, there is limited research that examines how and to
what extent in‒school training is conducted in kindergartens. In our research project as a whole, 198
kindergartens participated in a survey. We distributed three kinds of questionnaires to every school,
one each to the principals, teachers in charge of the in‒school training, and newly employed teachers, all
of whom were asked to respond to them separately. In this paper, we report the results of the
questionnaire administered to teachers in charge of the training. The results showed that 83.9% of the
kindergartenswere currently conducting in‒school training.About half of the teachers responded that
they were making their own efforts to support teachersʼ active discussion, especially with regard to
enabling teachers to freely engage in discussion regardless of their age and teaching experience.
However, the results also showed that in‒school training was facilitated more often by the principal
than by the teachers. Some teachers consider in‒school training as education for new teachers and
having lectures by guest speakers.
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はじめに
幼稚園教員や保育士の現職研修の充実は、保育者
の資質能力を向上する上で不可欠とされる（北野，
2015）。幼稚園における現職研修については、教育
委員会や私立幼稚園協会などが主催する初任者研
修、十年研修、管理職研修などが、キャリアステー
ジに応じて実施され、教員の専門性を高める上で必
要な内容が様々に取り上げられている。そのような
園外で開催される研修が多数ある一方、近年、自園
において定期的に実施する園内研修の重要性が、こ
れまでに増して強調されている（e. g., 秋田，2008；
中央教育審議会，2015）。
園外における研修は、その形態が講演、実技講習、
他園の見学など多種にわたるが、大人数で参加する
ため、受講者が受け身になることが多い。それに対
して、自園で行う研修は、少人数で実施でき、保育
者が継続して主体的に参加できる利点がある。また
野本（2013）は、自園における研修を行う利点とし
て、同じ保育現場の保育者が共通の目標をもって計
画・実施できること、実際の保育における具体的な
課題に取り組めること、日々の保育を振り返り、見
直すことを通して、新たな保育の課題を見つける機
会となることを挙げている。このように園内研修
は、園外での研修では得ることのできない学びの場
となっている。
幼稚園・保育所において実施されている園内研修
は、各園の課題や状況に応じて、その頻度や内容が
様々であることが報告されている（清水，2004；田
中ら，2007；ベネッセ教育総合研究所，2008，2012；
【T：】Edianserver ／【関西学院】／教育学論究／第 8号／
中橋・橋本  校
157
＊ Miho NAKAHASHI 大阪教育大学准教授
＊＊ Yuko HASHIMOTO 関西学院大学教育学部教授
  Page 172 16/12/16 13:14
中橋，2015）。幼稚園では、1989（平成元）年の幼
稚園教育要領改訂以降、幼児理解に基づいた保育実
践の展開が求められるようになり、現職研修の一貫
として園内外の研修を組み込んだ「幼稚園新規採用
教員研修」や、幼児理解に基づく保育実践のための
「保育技術専門講座」が開催されるようになった。
そしてその頃から、多くの園で園内研修を中心とし
た勉強会が行われるようになった（柴崎，2011）。
なかでも、保育者同士が保育について話し合い、学
び合う園内研修の一つの形態として、「保育カン
ファレンス」が注目された（森上，1988）。保育カ
ンファレンスとは、医師や看護師などが集団で行う
臨床事例についての協議を、保育に適用した事例検
討会である。保育カンファレンスは、「各々の保育
者のひとりよがりの実践と省察に陥る危険性をカ
バーし、お互いの保育の見方、考え方をより豊かに
し、園全体の保育の質を向上させていく」（平山，
1995）という点で有効であることが指摘されてい
る。
その一方で、実際の保育カンファレンスにおいて
は、熟練保育者のみが発言し、参加者が本音で話し
合えないといった課題が指摘され（金澤，1992；平
山，1995）、保育者同士が語り合い、学び合える保
育カンファレンスを有効に実施するために必要な条
件が議論されるようになった。例えば、田代（1995）
は、①発言の対等性、②話題の具体性、③実践との
循環性の
つの条件をあげている。
以上のような園内研修に関する課題は、1990年代
中頃以降指摘されるようになったが、近年では、す
べての参加者が意見を出し合い、新たな気づきや学
びを生み出す「参加型園内研修」（秋田，2011）や
「創発型研修」（岡，2013）を実施する重要性が提言
されるようになり、そのような研修を有効に行うた
めの方法が提案されている。例えば、話し合いを効
果的に進めるためのツールとして、KJ 法、付箋や
写真、ビデオなどを使用する方法（e. g., 平林ら，
2011；神長，2012；中坪ら，2013；柴崎，2013；國
學院大學，2014；那須ら，2016）、参加者同士の議
論を活発にするためのファシリテーター（進行役）
の導入（e. g., 秋田，2011）、園内研修をコーディネー
トする保育者の専門性を高めるためのワークショッ
プの実施（國學院大學，2014）などである。
また、園内研修に参加する保育者が、お互い意見
を出し合い話し合えるためには、その土壌にある日
常の保育者間の関係性が重要であるという主張があ
る（秋田，1998；佐伯，2000）。それと同時に、経
験年数にかかわりなく、お互いを尊重できる関係
は、参加型の研修を行うことによって構築されると
いう指摘もされている。（秋田，2008；中坪，2013）。
以上のように、園内研修の内容や方法について、
新たな提案がなされるなか、実際に保育現場で園内
研修がどのように行われているかについての実態調
査は限られている。特に、中央教育審議会答申
（2015）においても、「研修そのもののあり方や手法
の見直し、講義形式の研修から、主体的・協働的な
学びの要素を含んだ研修への転換を図る必要性」が
教員研修に関する課題として挙げられているが、園
内研修を参加型に転換しようとする試みが、実際に
幼稚園でどのように行われているのかについては、
ほとんど調査がなされていない。
本稿は、筆者らが共同研究者とともに実施した
「幼稚園における園内研修の実態調査」のデータの
中から、研修担当教員による回答を分析する。ここ
でいう研修担当教員とは、質問紙に回答した幼稚園
の園長に、自園における「研修担当者」として選ん
でもらった教員である。研修担当教員による回答を
分析することから、園内研修がどのように計画・実
施されているのか、研修においてどのような工夫が
なされているのかなど、幼稚園における園内研修の
現状と課題を、管理職である園長ではなく教員の視
点から明らかにすることを目的とする。
なお、本稿において保育者とは幼稚園、保育所等
の就学前教育・保育施設に従事する者の総称として
用い、教員とは幼稚園において保育を行う者を指
す。
方法
．調査の概要
本稿で報告する幼稚園での園内研修担当教員を対
象とする調査は、2014（平成24）年12月〜2015（平
成25）年
月にかけて実施した「幼稚園における園
内研修の実態調査」の一部である。実態調査では、
神奈川県、埼玉県、栃木県、新潟県、兵庫県の幼稚
園協会等へ協力を依頼し、質問紙を計834園に配布
した。質問紙は、園長、研修担当教員、新任教員そ
れぞれに回答を求める
種類を作成した。配布時
に、園長本人と、園長が指名した研修担当教員、新
任教員各名に記入するよう依頼した。また回収に
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ついては、各園で
種類の質問紙を一つの封筒にま
とめ、返送してもらった。
研修担当教員への主な質問内容は、園内研修の実
施状況、幼稚園教員の専門性、園内での教員の関係
性、園内研修および園外研修の評価についてであっ
た。
なお、質問紙においては、園内研修について「保
育者の資質能力の向上を目指して、幼稚園や保育
所、認定こども園の中で行われる研修活動のことを
指します」という説明を加えている。
．分析の対象と方法
本稿では、回収された198組（回収率23.7％）の
調査データのなかから、学校法人が運営主体となっ
ている幼稚園（私立幼稚園）に勤務する研修担当教
員143名が記入したデータを取り扱う。学校法人立
の幼稚園は、回答した園全体の72.2％を占めてお
り、そのほかの認定こども園等は、園の組織や教職
員の勤務体制の違いから、園内研修の実施状況や内
容が異なると考えられるため、分析対象から外し
た。
また分析対象は、研修担当教員による次の	つの
質問項目への回答とした。①調査協力者である研修
担当教員の属性、②園内研修の実施状況、③園内研
修の進行役、④研修担当教員が園内研修で工夫して
いる点、⑤研修担当教員がどのような園内研修にし
たいと考えているか、である。なお、自由記述回答
については、内容分析（e. g., 橋元，1998；佐藤，
2008）を行い、何について記述しているかをカテゴ
リーに分類し、コード化した。一文中に複数の内容
が含まれている場合には、読点で区切った。筆者
名が独立してコード化し、不一致のものについては
協議を行い、修正した。
結果と考察
．研修担当教員の属性
回答した研修担当教員 143名のうち、133名
（93.0％）が女性、	名（3.5％）が男性であった（残
り5名は無回答）。年齢別に見ると、30歳代が最も多
く、続いて40歳代、50歳代の順に多かった（図）。
勤務年数では、年から25年の経験がある教員が研
修担当者である傾向がみられる（図）。また、現
在勤務する園での年数だけで見ると、20年以下の教
員の人数が多い。このことは、ほかの園での保育経
験がある教員が研修を担当している可能性を示して
いる。
．園内研修の実施状況
2-1．園内研修の実施について
研修担当教員に自園での園内研修の実施状況につ
いて質問した。園内研修を行っていると回答したの
は、143園中120園で83.9％を占めている。行ってい
ないと回答したのは、18園で12.6％であり（表）、
多くの幼稚園で園内研修に取り組んでいることが明
らかとなった。
園内研修を行っていない幼稚園について、その特
徴をみると、18園の平均教員数は12.3名であり、18
園のうち11園（61.1％）の教員数は10名以下であっ
た。
また、園内研修を行っていない理由として最も多
く挙げられていたのが、研修時間の確保ができない
（件）というものであった。具体的には、「日々の
保育の準備と話し合いに忙殺され実行できずにい
る」「日々の保育計画、準備を進める中、園内研修
としての時間をとりにくい」などである。
以上の結果から、園内研修の実施が、研修時間を
確保できないといった勤務環境と関係していること
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図 研修担当教員の年齢
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図 研修担当教員の現園での勤務年数と全勤務年数
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が示唆される。また、「教員数が少なく、職員会議
以上に広め深めていくことが難しい（件）」といっ
た意見もあり、園内研修の実施と教員数の関連につ
いてはさらに検討する必要がある。
その他、園内研修を行っていない理由として、「園
外の研修に参加しているため（
件）」、「特に理由
はなく、今後、機会を見て行うと思う（件）」と
いったものがあり、自園において教員同士が学び合
う研修を必要と考えていない園もあった。また、
「新任が入った年度に実施している（件）」という
理由もあり、園内研修を継続的に行うのではなく、
新人の育成においてのみ必要とする園もあった。
2-2．異なるタイプの園内研修の実施について
園内研修を実施していると回答した園に対して、

つの異なるタイプの研修について実施の状況を尋
ねた。
つの研修のタイプとは、）子どもや保護
者に関する問題や課題等についての事例を取り上
げ、教員が話し合いを行うような形式の研修、）
カリキュラムや指導計画に関する研修、
）教材研
究・技能向上に関する研修、である。その結果、教
材研究・技能向上に関する研修が最も多く82.0％で
あった。事例を取り上げて話し合う研修は73.9％、
カリキュラムや指導計画に関する研修は64.7％で
あった（図
）。この設問は複数回答を求めていた
が、全てのタイプを選んだ園は 120園中、58園
（48.3％）で、つ以上のタイプを実施している園
は80園（66.7％）であった。この結果から、
つの
タイプの研修に限られてはいるが、半数以上の園で
複数のタイプの研修を組み合わせて実施しているこ
とがわかった。これらの園は、研修を通して、幼児
理解や保護者と連携する力、保育を構想・計画し実
践する力、保育の実践に役立つ知識や技能といっ
た、教員に求められる諸能力の育成・向上を行おう
としていることが推察される。
一方で、つのタイプだけを選んだ園は25園
（20.8％）であり、そのうちの14園（56.0％）は教
材研究・技能向上に関する研修だけに取り組んでい
た。具体的な実施内容の回答（43件）を見ると、研
究保育の実施（件）、園外研修からの学びの共有
（件）、外部講師による講演や指導（件）、具体
的な教材研究（	件）、模擬保育の実施（
件）な
どであった。1992（平成）年から実施された「幼
稚園新規採用教員研修」では、「園内において、研
修指導員による指導及び助言による研修を実施す
る」とあり、研究保育や外部講師の指導などに取り
組んできた経緯が影響していることも推察される。
次に）事例を取り上げた話し合い形式の研修と
その実施頻度との関連では、各学期に回程度が
26.8％となっているが、最も多い回答はその他の
31.7％であった（図）。そしてその他の回答の
75％が、「必要に応じて実施」「問題が起きたときに
話し合う」であった。また「ほぼ毎日」「毎日の終
礼や朝礼で報告、相談を行う」などの回答も見られ
た。この結果から、「事例を取り上げた話し合い形
式の研修」という受け止め方が広義であることが推
察される。保育カンファレンスのように「Ａ児の事
例を検討しながら、各々の幼児理解に対する姿勢を
振り返る」などを意味する場合もあれば、「問題が
生じたときに対応を話し合い、情報を共有する」、
「朝礼や終礼でその日のできごとの報告、相談を行
う」という場合もあり、研修を教員間の会議や日常
的な話し合いと読み取っているケースも見られた。
今後の調査においては、そのような日常的な話し合
いと話し合い形式による研修とを区別する必要があ
ると同時に、それぞれが教員の資質能力の向上にど
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3.5
園内研修を行っていない
表 園内研修の実施状況
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図 事例を取り上げ話し合う研修の実施頻度
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のような影響があるのかを検討する必要もある。
．園内研修の進行役
園内研修を行っていると回答した園（120園）の
中で、「園内研修の進行役は主に誰が行うか」とい
う設問に対して、51.7％が管理職（園長、副園長、
教頭等）、38.3％が主任、29.2％が研修担当と回答
した。
この設問は複数回答を求めていたため、管理職、
主任、研修担当、その他の一般教員の選択肢の中か
ら、複数またはすべてを選んだ園もあった。そこで
園ごとに分析すると、以下のことが明らかになっ
た。園内研修を行っていると回答した園（120園）
の中で、管理職のみを選択した園が30園（25.0％）、
主任のみが18園（15.0％）、研修担当教員のみが担
当する園は11園（9.2％）、研修担当および／または
その他の一般の教員が担当する園は20園（16.7％）
であった。
この結果から、園内研修の進行役は園長等の管理
職や主任が行っている園がより多く、研修担当教員
のみがその役割を担うという園は少数であることが
わかる。今回の調査では、園長に自園の「研修担当
者」を選んでもらう方法を用いたが、研修担当教員
が園内研修自体を進行する園と、そうでない園の違
いが明確であり、それぞれの園がとらえる研修担当
の役割が多様であることが推察される。
近年、すべての参加者が意見を出し、学び合う参
加型の園内研修が推奨され、そのためのファシリ
テーター（進行役）の導入が提案されている（e. g.,
秋田，2011）。一方で、参加型の園内研修は、教職
員間の同僚性を形成する働きをもつことも指摘され
ている。今回の調査では、管理職や役職者が園内研
修を主導している場合が多いことは示されたが、実
際に進行役と参加者の間の関係がどのようなもので
あり、どのような進行がなされているのかは明らか
ではない。今後、園内の同僚性を高める上での管理
職や役職者の立場や役割、園内研修における組織全
体の関係性の構築と変容について、詳細に検討する
必要があるだろう。
．研修担当教員が園内研修で工夫している点
「園内研修を効果的に行うためにどのような工夫
をしますか」という設問に対して、自由回答を求め
た項目では、園内研修を行っていると回答した園
（120園）の中で、108名の研修担当教員による回答
があった。
その内容を分析した結果、半数以上の回答
（55.6％）が、研修における話し合いを円滑にする
ための工夫に関する記述であった（表）。具体的
には、全員が参加し、意見が言えるような環境作り、
話し合いのためのツールや方法の導入、話し合いを
効率的に進めるための事前準備や役割分担に関する
ものであった。そのほかに、研修の形態や内容（研
究保育や外部講師による講演のもち方）に関する記
述（12.8％）や、テーマの選定の仕方（教職員の関
心や園の必要に応じて研修のテーマを選ぶなど）に
関する記述（12.8％）が見られた。また、少数では
あるが、研修を計画する上での工夫（年間計画、時
間の確保など）についての記述（7.2％）や、保育
の質の向上・教員の成長につなげる工夫（問題意識
を高める、保育実践につなげるなど）に関する記述
（5.0％）もあった。
この結果から、回答してくれた園の研修担当教員
の半数以上が、園内研修における話し合いを円滑に
しようと、そのための工夫を試みていることが明ら
かになった。それらの回答に見られた、意見が言い
やすい環境づくりのための工夫や、集団での思考を
可視化・整理するためのツールや方法の活用（付箋
を使ったＫＪ法、田の字法など）は、近年、園内研
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(23)12.8％
形態・内容
研究保育・公開保育
外部講師による特定のテーマに関する講演・指導
外部研修及びその報告・共有
教材研究
(100)55.6％
研修の話し合いのための工夫
話しやすい環境づくり・仕掛け
方法・ツール
効率化
役割分担・担当
表 園内研修で工夫している点
%カテゴリー
(12)6.7％その他
(9)5.0％
保育の質の向上・教員の成長につなげる工夫
問題意識を高める
日々の保育実践につなげる
学びの成果をまとめる
スピーチ・発表する力を育てる
(13)7.2％計画
(23)12.8％
テーマの選定
教員の興味・関心
園の課題
技術向上・行事
若手の興味・関心・課題
情報共有・報告
回答数
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修に関する講習やワークショップ、保育関連の雑誌
等において多く取り上げられている（e. g., 岡，
2013）が、そのような知識や情報が幼稚園の教員に
浸透し、実践されつつあることが示唆された。しか
し、今回の調査は回収率が高くなかったため、回答
に協力してくれた園が、参加型の園内研修を重視す
る近年の動向に関心をもち、取り組もうとする園で
ある可能性もあるだろう。
また、その一方で、研修担当教員の自由記述回答
から、園によっては、園内研修とは公開保育や研究
保育、外部講師による講演や指導を意味する場合が
あることが示唆された。そのような研修は、従来か
ら幼稚園現場において実施されていたものであり、
教員の資質や技能の向上において必要と考えられて
いることがわかる。近年、教員間の話し合いを中心
とした参加型の園内研修がより推奨されているが、
それが従来からある研修形態や内容とどのように関
連しながら取り入れられているのか、園内研修全体
の中での位置づけを検証していく必要があるだろ
う。
．研修担当教員がのぞましいと考える園内研修
「研修担当等の立場からどのような園内研修にし
たいと考えていますか」という設問に対して、自由
回答を求めた項目では、143名の研修担当教員の中
で117名から回答があった。
その内容を分析した結果、最も多かった回答は意
見を出し合えるような研修（32.1％）であった（表

）。具体的な記述は、「一方的に話をきくのではな
く、みんなが意見を出し合い自由に意見交換ができ
るとよい」、「管理職の一方的な伝達だけでなく、一
人一人が発言する参加型の研修」などであった。そ
の他に、すぐに保育に役立つ研修（21.4％）、今ま
での保育を振り返り、自分の保育について考えられ
るような保育の質向上を目指す研修（14.5％）など
が見られた。少数となるが、参加態度の向上（問題
意識を持って参加）する研修（6.1％）、子どもや園
内のことの共通理解を図る研修（6.1％）などが続
いている。
この結果から、研修担当教員の多くは、園内研修
において経験年数や年齢に関係なく積極的に発言し
あえること、一人一人が意見を出し合う参加型の研
修をのぞましいと考えていることが明らかになっ
た。参加型の園内研修が推奨されていることを認識
し、実践したいと思っている姿勢がうかがえるが、
日本の教員集団は「率直な意見を交わしつつ学び合
うということがそれほど得意ではない (佐伯，
2000）」という指摘もある。今後は、研修担当教員
がのぞましいと考える園内研修に向かっていく中
で、教員集団がどのように変化するのかを明らかに
していく必要があるだろう。
また、一方で、「すぐに保育で役立つような実践
的なものをたくさん取り入れたい」、「保育に関連し
た、マジック、手遊び、簡単な劇あそび等、子ども
が楽しめる内容」、「講義という形式よりも実際に体
験しながらの研修の方が身につきやすく楽しんで参
加でき、保育にすぐ役立てられる」などの研修をの
ぞむ回答もあり、研修の内容が、日々の保育実践に
対して具体的な手立てになるものが求められている
ことも示唆された。
まとめと今後の課題
今回の実態調査で、研修担当教員の回答を分析し
た結果、多くの幼稚園が園内研修に取り組んでいる
実態が明らかになった。事例を取り上げて話し合う
研修やカリキュラムに関する研修、研究保育や外部
講師の指導などによる研修など、複数のタイプの研
修を組み合わせて実施しており、教員に求められて
いる諸能力の育成と向上を行おうとしていることが
推察された。今後は、参加型の研修が公開保育や講
義型といった他の研修形態や内容とどのように関連
しながら実施されているのか、園内研修全体の中で
の位置づけを検証していく必要があるだろう。
さらに、勤務環境との関係から園内研修を実施で
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(28)21.4%
(8)
すぐに保育に役立つ研修
(42)32.1%意見を出し合えるような研修
6.1%子どもや園内の事の共通理解を図る研修
表 のぞましいと考える園内研修
(8)6.1%参加態度の向上する研修
%カテゴリー
研究保育の実施
(4)3.1%教員に意欲が湧くような研修
(6)4.6%教員としての意識を高める研修
(19)14.5%保育の質向上を目指す研修
2.3%その他
(2)1.5%問題や悩みの解決ができる研修
(2)1.5%教材研究・技能向上のため研修
(2)1.5%園外研修の内容を共有できる研修
(3)2.3%興味関心の高いテーマでの研修
(4)3.1%
(3)
回答数
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きない園や、教員同士が学び合う研修を必要と考え
ていない園、新人の育成においてのみ園内研修が必
要とする園など、少数ではあるが存在することが明
らかになった。このことから、参加型の園内研修
が、継続的に学び続ける教員の成長においてどのよ
うに有効であるかを検証し、保育現場に提言するこ
とがさらに求められるといえる。
近年の園内研修の取り組みに関する提言や情報等
から、研修担当教員は、すべての教員が主体的に参
加する園内研修を行えるように、意見が言いやすい
環境作りや集団での思考を可視化するためのツール
の活用など、さまざまな工夫を試みていることが明
らかになった。そして、全員が経験年数や年齢に関
係なく自分の意見を出し、話し合えるような園内研
修をのぞんでいる研修担当教員が多いことも明らか
になった。しかしその一方で、園内研修を主導する
のは園長等の管理職や主任であり、研修担当教員や
役職のない教員が自ら計画し進行する研修を行う園
は少数であることがわかった。
今回の調査では、園長に研修担当者を指名しても
らう方法をとった。しかし、研修担当教員が実際に
どのような役割を担っているかについては園によっ
て異なることが示唆された。研修担当が年度や学期
によって交代するなど、様々な役割の決め方や分担
方法も考えられる。また園によっては、教員が園内
研修の計画、運営そのものを主体的に担っていると
いう報告もある（瀬戸口ら，2016）。
今後は、園内研修の話し合いに教員がどのように
参加するかだけでなく、園内研修を計画・進行して
いくうえでも、研修担当教員やほかの教員のそれぞ
れがどのような役割を担い、参画しているのかにつ
いて、その実態と課題を検討する必要があるだろ
う。
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